
1

新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行による
主な施策等の変更点とそれに伴う取組・依頼一覧

R5.4.25
広島県
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新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う主な施策の変更点

区分 項目
施策の内容

変更に伴う取組・依頼
５類移行前（R5.5.7まで） ５類移行後（R5.5.8から）

１
．
医
療
提
供
体
制
【入
院
】

①幅広い医療機関
の対応（入院）

 幅広い医療機関で対応できるよう準備（研
修等の実施）

 4月中に「移行計画」を策定

• 移行計画に基づき，確保病床の対象を縮
小しながら，幅広い医療機関での対応へ段
階的に移行

• 医療関係者等に対しては，受入れ可能病床
に関する情報をG-MISにより共有する

• 【病院に対して】幅広い医療機関での入院
対応及び確保病床に限らない入院対応を
関係団体に依頼する（※確保病床の制度は
９月末で終了予定）

• 【医療機関・医療関係団体・消防等に対し
て】G-MISによる情報共有について周知
する

②病院の設備整備
等への補助

 コロナ入院受入病院に対し，個人防護具，
医療機器等の整備を補助

• 国方針にあわせて対応（全国一律の対応）
• 国は，移行完了（９月末）まで幅広い医療機

関の設備整備を補助する見込み

③公費負担（入院）  入院医療費を公費負担
• 国方針にあわせて対応（全国一律の対応）
• 国は，一定期間（９月末），自己負担の軽減

を図る見込み

• 【医療関係団体等に対して】制度について
改めて周知する

• 【県民に対して】制度について県ホームペー
ジ等を通じて周知する

④病床確保料
 コロナ入院受入病院に対し，病床確保料を

補助

• 国方針にあわせて対応（全国一律の対応）
• 国は，補助単価等を見直した上で，一定期

間（9月末），措置を継続する見込み

⑤入院調整  入院調整本部による広域的調整を実施

• 移行計画に基づき，医療機関間による調整
への移行を進める

• 移行完了（９月末）までは，入院調整本部の
枠組みを残す

• 【医療機関に対して】病診・病病連携での入
院を開始するよう依頼する

• 【医療機関に対して】医療機関同士の連携
を強化するよう依頼する

⑥妊婦・透析患者・精
神疾患等の陽性者
の入院

 （通常のコロナ入院と比べて）限られた医
療機関での入院対応

• 幅広い医療機関での対応
• 例えば妊婦の場合は，感染している場合で

もかかりつけの産科での分娩が可能に

• 【県民に対して】幅広い医療機関での入院
対応が可能となることを周知する
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新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う主な施策の変更点

区分 項目
施策の内容

変更に伴う取組・依頼
５類移行前（R5.5.7まで） ５類移行後（R5.5.8から）

２
．
医
療
提
供
体
制
【外
来
】

①発生届
 ４類型（65歳以上，要入院，重症化リスク

があり要治療薬，妊婦）は届出

• 終了
• 定点把握に移行(インフルエンザ／
COVID-19定点医療機関)

• 【該当する医療機関に対して】定点医療機
関（インフルエンザ／COVID-19定点）と
して指定する

②幅広い医療機関
の対応（外来）

 診療・検査医療機関の体制（1,492か所）
を拡充

 幅広い医療機関で対応できるよう準備

• コロナ対応できる医療機関の維持，拡大を
図る

• 名称を「外来対応医療機関」に変更し，当面
継続

• 【医療機関に対して】応招義務が生じること
も踏まえ，国作成の啓発資料も活用し，幅
広い医療機関での受入れを依頼する

• 【県民に対して】かかりつけ医で受診するよ
う周知する（必ずしも現行の診療・検査医
療機関を受診する必要はない）

③診療所等の設備
整備等への補助

 診療・検査医療機関に対し，個人防護具，
医療機器等の整備を補助

 幅広い医療機関で対応できるよう設備整
備等の補助

• 国方針にあわせて対応（全国一律の対応）
• 国は，幅広い医療機関で対応できるよう設

備整備等の補助を継続する見込み

④公費負担（検査，
外来診療，コロナ
治療薬等）

 検査費用，陽性診断後の外来医療費の自
己負担分を公費負担

• 国方針にあわせて対応（全国一律の対応）
• 国は，コロナ治療薬は公費負担を一定期間

（9月末）継続
• 検査費用・その他外来医療費は公費負担終

了

⑤対応医療機関の
県ホームページ
での公表

 公表に応じた診療・検査医療機関（1204
か所/1,492か所）を県ホームページで公
表

• 名称を「外来対応医療機関」に変更し，当面
継続（コロナ対応できる医療機関を公表）

• 指定の方法等は従前の方法により継続



4

新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う主な施策の変更点

区分 項目
施策の内容

変更に伴う取組・依頼
５類移行前（R5.5.7まで） ５類移行後（R5.5.8から）

３
．
有
症
状
者
，
患
者
へ
の
支
援
等

①受診・相談センター
（積極ガード
ダイヤル）

 発熱等の症状がある方へ受診可能な医療
機関を紹介

• 「受診案内・相談ダイヤル」として当面継続
• 【県民に対して】症状がある場合にはまず

は自宅で療養し，受診が必要だが受診先に
迷った場合に活用するよう呼びかける

②PCR検査・薬局等
検査（無料）

 感染の不安がある方に対し，PCRセンター
や薬局等で無料検査を実施

• 終了
• ５月７日までは検査を受け付ける
• ５月８日以降に陽性の連絡を行う場合には，

検査の結果のみを連絡し，療養に関する情
報提供等は行わない

• 【県民に対して】感染不安がある場合は市
販の検査キットなどの活用，症状がある場
合には必要に応じてかかりつけ医の受診
を勧奨するとともに，受診先に迷った場合
は「受診案内・相談ダイヤル」の活用を呼び
かける

③陽性者登録
センター

 自己検査で陽性の方がweb登録により陽
性を確定

• 終了

• 【県民に対して】感染不安がある場合は市
販の検査キットなどの活用，症状がある場
合には必要に応じてかかりつけ医の受診
を勧奨するとともに，受診先に迷った場合
は「受診案内・相談ダイヤル」の活用を呼び
かける

④積極的疫学調査  発生届対象者の４類型のみ実施 • 終了

⑤患者搬送
（入院・宿泊療養）

 入院医療機関・宿泊療養施設への搬送体制
を確保

• 終了
• 公共交通機関，タクシー，介護タクシーが利

用可能となる

• 【県民，医療介護関係団体に対して】公共交
通機関等の交通手段が利用可能であるこ
とを周知する
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新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う主な施策の変更点

区分 項目
施策の内容

変更に伴う取組・依頼
５類移行前（R5.5.7まで） ５類移行後（R5.5.8から）

４
．
自
宅
療
養

①健康観察（症状把
握等など）

 高リスク者：保健所で対応
 中リスク者：フォローアップセンターで対応
 全員 ：SMSで療養に必要な情報を提供

• 終了
• 【県民に対して】感染判明後の自宅での療

養中の心配ごとは「療養者相談ダイヤル」
に相談するよう周知する

②電話・オンライン
診療（オンライン
診療センター）

 オンライン診療センターで診療・処方（3月1
日以降休止中）

 地域の医療機関（265医療機関），薬局
（542薬局）で対応

• オンライン診療センターは終了
• 地域の医療機関，薬局での対応に完全移

行
• 通院による再診等が可能となる

• 【県民に対して】療養中はかかりつけ医等
による電話・オンライン診療等が利用でき
ることを周知する

③自宅療養者相談
センター

 SMS送信，自宅療養者の電話相談対応，
療養証明書の発行等を実施

• SMS送信は終了
• 電話相談対応は「療養者相談ダイヤル」とし

て継続
• 療養証明書発行は6月末を目安に終了

• 【県民に対して】感染判明後の自宅での療
養中の心配ごと等は「療養者相談ダイヤ
ル」に相談するよう周知する

• 【県民に対して】療養中の相談先としての
かかりつけ医の活用を周知する

④自宅療養支援物資
の配送

 自宅療養者のうち希望者に食料品・日用品
等を配送

• 終了
• 【県民に対して】感染判明後に自宅で療養

する場合を想定して食料品・日用品等を日
頃から備蓄しておくよう呼びかける
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新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う主な施策の変更点

区分 項目
施策の内容

変更に伴う取組・依頼
５類移行前（R5.5.7まで） ５類移行後（R5.5.8から）

５
．
宿
泊
療
養

①宿泊療養施設の
確保，運営

 自宅で隔離が困難な方が療養できる宿泊
施設を提供

• 終了
• 【県民に対して】自宅での療養の方法を再

度周知する

６
．
施
設
療
養
，
施
設
支
援

①クラスター対策
（感染症医療支援
チームの派遣）

 保健所と連携し感染症医療支援チームを
派遣（感染制御と事業継続）

• 当面継続
• 【感染症医療支援チーム所属医療機関に対

して】協力を依頼する

②往診可能医療機関
登録・派遣

 往診可能医療機関を１２６機関登録
（R５.3.1現在）

 連携先のない高齢者施設等への往診を
マッチング

• 当面継続

• 【高齢者施設等に対して】感染者発生の場
合の医療提供がスムーズとなるように，事
前に医療機関との連携（相談先としての連
携医の確保・往診等の依頼・入院先に関す
る事前の打ち合わせ）を強化しておくよう
依頼する

③高齢者施設職員等
への定期検査

 高齢者施設，障害者施設の職員等に対し月
8回の検査

• 当面継続
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新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う主な施策の変更点

区分 項目
施策の内容

変更に伴う取組・依頼
５類移行前（R5.5.7まで） ５類移行後（R5.5.8から）

７
．
ワ
ク
チ
ン

①公費負担等
 まん延予防上緊急の必要がある（特例臨時

接種）として接種費用を全額公費で負担

• 特例臨時接種を令和６年３月末まで継続し，
全額公費で負担

• 接種勧奨や努力義務とする公的関与は，
高齢者，基礎疾患，初回接種に限定

• 【県民に対して】制度について県ホームペー
ジ等を通じて周知する

②対象者，回数等
 R4年度から始まった，オミクロン株対応ワ

クチンの接種はR5.5.7まで
 小児，乳幼児の接種は当面継続予定

• R5年の新たな接種として高齢者等は2回，
それ以外は1回接種機会を設ける

• ５～８月：高齢者，基礎疾患，医療・介護従
事者

• ９～１２月：5歳以上で2回以上接種済みの
者全員を対象

• 【県民に対して】接種機会について県ホー
ムページ等を通じて周知する

③相談体制（コール
センター）

 県と市町で共同設置（継続） • 継続（規模は接種時期により調整）
• 【県民に対して】県ホームページ等を通じて

周知する

８
．
物
資
の
確
保

①医療資材の確保，
供給

 マスク，Ｎ95マスク，ガウン，手指消毒薬等
を備蓄，必要に応じ医療機関等に配布

 保管管理業務は民間業者に委託
• 継続
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新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う主な施策の変更点

区分 項目
施策の内容

変更に伴う取組・依頼
５類移行前（R5.5.7まで） ５類移行後（R5.5.8から）

９
．
そ
の
他
（特
措
法
関
係
等
）

①新型コロナウイル
ス感染症広島県
対策本部

 令和２年１月29日に特別警戒本部を設置
以降，令和５年２月21日までに65回本部
員会議を開催

 感染状況等により必要に応じて開催

• 終了予定

②県の対処方針
（協力要請，イベント
の開催条件）

 県の対処方針は，令和2年5月15日制定
(令和5年2月21日一部改正)

 国の基本的対処方針の改正等を踏まえ，必
要に応じて改正

• 終了予定

③積極ガードゴー
ルド認証制度，コ
ロナ対策取組宣言
店，積極ガード店

 ゴールド認証制度，取組宣言店，積極ガー
ド店の取組継続

 ゴールド認証の既存店舗の新規申請は3
月22日まで（新規開店は継続受付）

• 終了

④新型コロナまとめ
サイト
（県ホームページ）

 本日の感染者数，累計感染者数を毎日更
新

 県民へのメッセージ，施策などを適宜更新

• 感染者数の毎日更新は終了（定点サーベイ
ランスの結果へのリンクを表示）

• 内容を修正して継続

• 【県民に対して】SNS等を活用してホーム
ページ掲載内容を周知する

⑤コロナデータサイト，
感染事例等サイト
（県ホームページ）

 データサイトは，感染者数，入院者数，人出
等を毎日更新

 感染事例等サイトは，内容を適宜更新
• 更新終了（サイトの公開は当面継続）

• 【県民に対して】SNS等を活用してホーム
ページ掲載内容を周知する
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新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う主な施策の変更点【検査関係まとめ】
※一部内容については再掲

項目 内容 ５類移行後（R5.5.8から）の対応 変更に伴う取組・依頼

１
PCRセンター，臨時スポッ
トの設置

 ＰＣＲ検査スポットを設置し，不安のある
無症状者の検査を実施

• 終了
• 5月7日まで受付（５月8日以降に結果を
連絡することになる場合には，検査結果の
連絡のみ（療養の案内等は行わない））

• 【県民に対して】感染不安がある場合は市販の
検査キットなどの活用，症状がある場合には
必要に応じてかかりつけ医の受診を勧奨する
とともに，受診先に迷った場合は「受診案内・
相談ダイヤル」の活用を呼びかける

２
高齢者施設等従事者，医療
従事者に対する定期検査
（頻回検査）

 定期検査を実施（ＰＣＲまたは抗原定性
検査）

• 当面継続

３
高齢者施設等従事者，医療
従事者の濃厚接触者検査

 濃厚接触者が業務前検査に使用できる
抗原検査キットを配布

• 終了

• 【高齢者施設等に対して】感染者発生の場合
の医療提供がスムーズとなるように，事前に
医療機関との連携（相談先としての連携医の
確保・往診等の依頼・入院先に関する事前の
打ち合わせ）を強化しておくよう依頼する

４ 事業所PCR検査

 陽性者が発生した事業所で従事者・関係
者のPCR検査を実施

 事業所からの要請に基づき，検査キット
を配布・回収

• 終了
• 5月7日回収分まで受付（５月8日以降に
結果を連絡することになる場合には，検査
結果の連絡のみ（療養の案内等は行わな
い））

• 【県民に対して】感染不安がある場合は市販の
検査キットなどの活用，症状がある場合には
必要に応じてかかりつけ医の受診を勧奨する
とともに，受診先に迷った場合は「受診案内・
相談ダイヤル」の活用を呼びかける

５ 保健所による行政検査  クラスター等に対して一部実施
• 継続（検査能力の維持のため，検査・搬送
の民間委託を当面の間継続）

６ 薬局等における無料検査
 不安のある無症状者の検査を実施（抗
原定性検査）

• 終了

• 【県民に対して】感染不安がある場合は市販の
検査キットなどの活用，症状がある場合には
必要に応じてかかりつけ医の受診を勧奨する
とともに，受診先に迷った場合は「受診案内・
相談ダイヤル」の活用を呼びかける



5月8日以降も相談体制を確保しています。ご心配な方は相談してください

新型コロナウイルス感染症の相談体制について

フォローアップセンター

発熱患者等からの相談・
受診先案内 等

新型コロナ患者（発生届対象外）
からの相談 等

新型コロナ患者（発生届対
象者） の健康観察 等

感染確定後感染確定前

積極ガードダイヤル

受診案内・相談ダイヤル５/８以降

居住地 受診先案内、各種相談

広島市 082-241-4566

呉市 0823-22-5858

福山市 084-928-1350
上記以外 082-513-2567

自宅療養者相談センター

※１ いずれも24時間対応
※２ 赤字部分は5/7までの電話番号から変更となりますので、ご注意ください。

５/7まで

健康，療養相談 自宅療養セット配送，ＳＭＳ送信 一部業務終了

7

居住地 療養中の健康相談等（看護師対応）

広島市 0570-000-510

呉市 0120-77-2155

福山市 050-2018-5812
上記以外 0120-603-170

療養者相談ダイヤル

継 続 療養中の方からの相談は継続
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【参考】５類感染症移行に関する情報の一例
徹底解剖 ひろしまラボ（県作成ページ）新型コロナウイルス感染症まとめサイト（県作成ページ）

→ 今後，５類感染症移行に関する情報を発信

厚生労働省による医療機関向け啓発資材

医療機関向け感染対策参考資料【動画】（県作成ページ）

※ページ内検索で
「啓発資材」と検索


